
　前期基本計画では、６１の施策を推進し、その進捗状況を確認するため、施策ごとに指標（１０８指
標）を設定し「見える化」を図りました。前期基本計画で掲げた目標や計画に対する達成状況は次の
とおりとなっています。

第2章 前期基本計画の振り返り

1 前期基本計画の達成状況について

（1）2017（平成29）年度における指標の達成状況

（2）基本目標ごとの進捗状況

達成状況項目

2017（平成29）年度の４年経過時点で、既に前期計画目標（2018
（平成30）年度）を上回ったもの

2017（平成29）年度時点で、当初数値（2012（平成24）年度現状
値）を上回ったもの

３７指標（３４.３％）

７６指標（７０.４％）

基本目標 件数進捗状況

１
活力あふれる
産業のまちづくり

２
子どもたちが
夢と希望にあふれる
まちづくり

３
災害に強い
安全・安心の
まちづくり

より適切な評価指標の設定を検討する。

より適切な評価指標の設定を検討する。

より適切な評価指標の設定を検討する。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

※ 4

◎

◯

5

13

※ 0

◎

◯

2

18

※ 0

◎

◯

4

11
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基本目標 件数進捗状況

４
豊かな自然を守り、
快適に暮らせる
まちづくり

５
健康で安心して
暮らせる
まちづくり

６
ともに学び、
文化を育む
まちづくり

より適切な評価指標の設定を検討する。

より適切な評価指標の設定を検討する。

より適切な評価指標の設定を検討する。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

※ 1

◎

◯

2

18

※ 0

◎

◯

3

10

※ 0

◎

◯

1

6

７
市民が主役の
まちづくり

より適切な評価指標の設定を検討する。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

※ 0

◎

◯

0

10

合　計

より適切な評価指標の設定を検討する。

既に最終目標値に達成済み、又は達成確実なので、
引き続き取組を継続する。　　

目標達成に向け、さらに見直し、工夫をし、取組を
行う。

※ 5

◎

◯

17

86
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

２-１-１
学力向上・体力向上・
人間性を育てる教育
の推進

23

２-１-２
学校・家庭・地域社会
との連携強化による
教育力向上

24

25

26

１－４
おもてなしと賑わい
のある観光の振興
を進めます

１-３-３
雇用の創出と優れた
人材の育成

１-４-１
地域資源を活かした
観光地域づくり

１-４-２
国内外からの誘客・交
流の促進

１-４-３
ＵＩターンと田舎暮らし
の推進

１－３
次世代につながる
ものづくり産業の振
興を進めます

２-１-３
生きる力の基礎となる
学校食育の推進

２－１
生きる力を育む学
校教育を推進しま
す

１－２
魅力と賑わいのあ
る商業の振興を進
めます

１-３-２
地域を支える中小企
業の経営基盤強化

人が集まる「街なか」
の魅力づくり

１-２-２

１-３-１

活力ある商業・サービ
ス業の振興

１-２-１

１-１-１

１-１-２

基本政策 番号施　策

暮らしを守る森林の生
産と多面的機能の増
進

１-１-３

１－１
地域資源を活かし
た農林業の振興を
進めます

2 指標達成状況一覧
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基本政策 番号施　策

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

３-１-４
地域防災力の強化(消
防団)

49

50

51

３-１-６
市街地の排水対策の
推進

52

53

54

３-１-５ 土砂災害対策の推進

３-２-１

家庭の子育て力の向
上

２-３-２
健やかな子どもの成
長とその家庭に対す
る支援の充実

３－２
安全に暮らせるま
ちづくりを進めます

３－１
災害に強いまちづ
くりを進めます

３-１-３
地域防災力の強化
（自主防災）

２－２
健やかな育ちを支
える幼児教育を推
進します

２－３
子育てによろこび
を感じる家庭づくり
を進めます

防犯体制の強化

２-３-３
地域ぐるみの子育て
の推進

２-４-１ 妊産婦の健康増進

２-４-２
乳幼児の発達に合わ
せた子育て支援

３-１-１ 防災体制の充実

３-１-２
公共施設・民間建築
物の耐震化

２-２-３
体験を通した幼児の
食育の推進

２-３-１

２-２-１
体力向上・自然体験
の推進

２-２-２
地域に根ざした特色
ある園づくりの推進
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基本政策 番号施　策

55

56

３-２-３ 消費生活対策の推進 57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

４-２-２ 環境保全の推進 70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

５－１
健康で長寿のまち
づくりをきる力を進
めます

５-１-１ 地域医療体制の充実

５-１-２
安心して受けられる医
療・介護の確保

５-１-３ 健康づくり習慣の普及

４－２
豊かな自然環境を
守り育てます

４－３
高速交通網を見据
えた都市基盤整備
を進めます

高速交通網へのアク
セス整備

４-４-１
景観に配慮したまちな
みの創造

４－４
次世代に伝える景
観を創り、守ります

４-２-１
再生可能エネルギー
の推進

４-２-３
資源循環型社会の形
成

４-３-１ 幹線道路網の整備

４-３-２

４-１-１
人にやさしい道路整
備の推進

４-１-２
安心して暮らせる住
環境の整備

４-１-３
安全・安心で安定した
水道水の供給

４-１-４

４－１
人にやさしい快適
な生活環境をつくり
ます

下水道整備と普及の
推進

４-１-５ 地域公共交通の確保

３－２
安全に暮らせるま
ちづくりを進めます

３-２-２ 交通安全対策の推進第
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基本政策 番号施　策

85

86

87

88

89

90

５-２-３ 生活困窮者への支援 91

６-１-１
生涯学習の支援と推
進体制の整備

92

６-１-２
生涯学習施設の整備
と活用

93

６-２-１
文化財の保存と多面
的な活用の推進

94

95

96

97

98

99

100

101

102

７-１-２
自治組織の活性化
（未加入対策の推進）

103

104

105

７-２-２
国際交流と多文化共
生の推進

106

７-２-３
人権が尊重される社
会の実現

107

７-２-４
青少年健全

108

７－２
すべての人が尊重
されるまちづくりを
進めます

７-２-１
男女共同参画社会づ
くりの推進

７-１-１
市民参加と市民活動
の促進

６－２
豊かな地域文化・
芸術を育むまちづく
りを進めます

７－１
協働のまちづくりを
進めます

６－３
スポーツ推進によ
る健康で心豊かな
まちづくりを進めま
す

５－１
健康で長寿のまち
づくりを進めます

５-２-２
障がい者の生活支援
と社会参加の推進

６-２-２
創造的な文化芸術活
動の推進

６-３-１

６－１
学ぶよろこびを感じ
られるまちづくりを
進めます

５－２
支え合う福祉のま
ちづくりを進めます

市民スポーツの推進
と環境整備

５-１-４
高齢者の健康づくりと
社会参加の推進

５-２-１
住民同士が支え合う
仕組みづくりの推進
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【図1】人口の推移と将来推計

　第４次総合計画策定時（2014年）の駒ヶ根市の将来の人口推計では、一般的な人口推計の計算式で
計算すると、2014（平成26）年の32,915人が、10年後の2023年は30,900人に、2025年には30,404
人になると推計しました。
　下記のグラフ【図1】は、第４次総合計画策定時の人口推計値と実績値、さらに国立社会保障・人口
問題研究所（以下、「社人研」という。）の将来人口推計値をグラフ化したものです。
　特徴としては、当市が総合計画の策定時に推計した2025年までの推計人口と、2018年3月に社人
研が発表した推計人口が、ほぼ同じとなりました。
　このようなことから、後期基本計画の計画期間においては、第４次総合計画策定時の推計人口を参
考として、施策や事業に取り組みます。

3 駒ヶ根市の人口の推移と将来人口について
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【参考1】駒ヶ根市の人口動態（自然動態・社会動態）について
　これまでの人口動態（自然動態・社会動態）の推移をみると、自然動態では2009（H21）
年以降は、死亡数が出生数を大幅に上回っており、少子化が浮き彫りとなっています。

　一方、社会動態をみると、2014（H26）年以降は、転入者と転出者数が拮抗した状態と
なっており、人口減少は、自然動態（出生数と死亡数）による減少に起因していることが
わかります。
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【参考2】年齢３区分別の人口推計について
　社人研による年齢３区分別の人口推計では、今後、人口減少が進行する中、老年人口（65
歳以上）割合の増加が著しく、2045年には人口の４割を超えるとみられています。
　一方で、年少人口（15歳未満）と生産年齢人口（15歳～64歳）が減少することがわかり
ます。特に、生産年齢人口は、2045年に人口の５割を切るとみられています。

資料：国立社会保障・人口問題研究所（2018.3月）

年 年 年 年 年 年 年

（人）

年少人口 生産年齢人口 老年人口

年少人口割合 生産年齢人口割合 老年人口割合

区　　分 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年
年少人口（０～14歳）
生産年齢人口（15～64歳）
老年人口（65歳以上）

合　　計
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